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■総合地質について （裏面に，既刊号の目次を紹介しています）
総合地質 (General Geology) は北海道総合地質学研究センターから発行されるアクセスフリーの学術雑誌 (オンライン版 ISSN 
2433-7161, プリント版 ISSN 2435-2187) です. 会員以外の方からの投稿も積極的に歓迎いたします. 投稿を希望される方は 総
合地質 の投稿規則 [PDF link] と原稿整理カード [PDF link] [Microsoft Word docx version] をご覧ください. 

■総合地質プリント版
残部がある場合に限り, 総合地質 プリント版を実費で頒布しています（１冊 1,000円）. office@hrcg.jp 宛にお問い合わせください.

Zoom (ｽﾞｰﾑ ) を使って交流会・研究ｾﾐﾅｰに参加してみませんか？
《幹事会内担当 関根達夫》

ＨＲＣＧには札幌圏外の遠隔地で、交流会や研究セミナーに参加が難しい会

員がいます．Ｚoomを使えば遠隔地の会員もオンラインで交流会や研究セミ

ナーに参加できます．

10/31に，ネット環境の無い「かでる27」の会議室から， Zoomのミーティングの開

設が可能かをテストしました．スマホからテザリングでWi-Fi電波を発信して，

ノートPCでZoomアカウントに入り，ミーティングを開設できることを確認しました．

※会場ごとのネット環境が異なるため，今後数回のテストを実施する予定です．

したがいまして，試行運用から正式運用への移行には暫く時間を要します．

会員がZoomのミーティングに参加するには，インターネットの接続環境にあれ

ば可能です．必要な機器は，マイク，カメラ，スピーカーなどです．最近のノート

ＰＣやスマホには，それらの機器が内蔵されています．ただし，以前の機種やデ

スクトップＰＣでは別途，そろえる必要が出てきます．

予め， ZoomにサインインしてZoomのアプリケーションをパソコンにインストール

してあると繋がりやすい．

Zoomは，数回，体験すれば覚えられますが，事前にZoomテスト接続会を開催

し，すんなり参加できなかった人は，それぞれのパソコン環境が異なりますので，

個別に練習した方が安心です．

withコロナでリアルな会議を開催が難しい状況です．最近の学会の発表会はオ

ンラインでZoomやユーチューブを使ったものが増えています．

この機会にZoomを使ってみましょう． ※office@hrcg.jp 宛にお問い合わせください.

自宅等からの参加

セミナー会場
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（2000円程度） テレビ

HRCG通信の創刊に寄せて 理事長・前田仁一郎
皆さま，いかがお過ごしでしょうか．新型コロナウイルスの感染拡大は予断を許さない状況が続いており，北海道では再

び厳しくなりつつあるように見えます．HRCGも，この春から公開講座を含む対外的な行事が全てキャンセルという事態に
なっており，大変残念なことに会員間の交流にも支障をきたしております．しかし，こんな「歴史的な事態」の中ではジタ
バタしてもしょうがありません．今年はこれまでの約5年間の活動を振り返って今後の事業・活動を考えることとともに，会
員間のつながりを弱くしないための方策をと考えておりました．会員交流会もその一環ですが，このたび，幹事会の案出
として，このHRCG通信を皆さまにお送りすることになったのも，大変タイムリーなことだと思います．HRCG通信には地学
の話題はもちろん，趣味でも何でも，友人に話してみたい話題，自慢したいことなど自由に投稿していただければ．
HRCG通信は双方向的なツールとして役立つことと思います．是非ともご贔屓に．次号では皆さまの話題を拝見し
たいと思います．皆さま，お元気で．(2020年11月10日)
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